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平成7年度及び8年度に実施した来館者動向基礎調査分析結果

からの考察 奥野花代子(学芸員)佐渡友陽一(東京大学大学院総合文化研究科)

はじめに

今日、生涯学習時代と言われている中

で、博物館や図書館、公民館などの社会

教育施設では多種多機な学習活動が盛ん

に行われ、生涯学習の拠点、として大きな

期待が寄せられています。

当館も開館当初から積極的に学習活動

を展開し実施してきました。それを効果

的に行うには、来館者の動向、学習ニー

ズ等を的確に把握し、 PRも含めて広範な

活動が要求されます。

今後、より良い活動を提供していくた

めの検討資料としての基礎データを得る

ために、平成7年度 (3，500件)から 8年

度 (1，000件)にわたり、 [来館者動向基

礎調査」を実施しました。今回、集計・分

析が済みましたのでその考察を報告しま

す。なお、紙面の都合で内容を大幅に割

愛せざるを得ず、詳細なデータは7年度

及び8年度(掲載予定)の 『年報jを参

照してください。

調査方法、分析にあたって

調査方法は、当館の「地球、生命、神奈

川、共生」の常設展示を見学した後、次の

「ジ ャンボブックj展示室へ向かう通路

で、見学者へ直接呼びかけ、その場でアン

ケー卜用紙(図1)に記入していただきま

した。調査対象は、学校等の団体を除き、

家族やグループの代表1名としました。そ

の結果、 2-3の点で、データに多少の偏

りまたはI礎昧さが生じてしまいました。

まず、調査にあたって偏りが生じたも

のは「年齢」です。つまり、家族連れの

場合、子供よりも親が記入するケースが

多ければ、得られるデータは、小学生よ

りも親の年代に偏ります。幸い、当舘に

は種別の無料(園児一高校生、 65歳以上、

障害者及び介護者)と有料(未成年 ・学

生)の券売機が設置されておりますので

そのデータを優先し、他は本調査結果を

使用しました。

「年齢J以外に偏りがあったと考えられ
るのは「性別」ですが、傾向としては30

代までは失ー性、それ以降は男性が多く来

館されているようです。

もう一つは「調査日」で、乙れは、いつ

アンケートを実施したかということが問

題で、学芸員が時間のとれた時に行うと

L寸方法に原因があります。乙れを解決

するには、予め計画的に調査日を決め、

対象者を通過する何人目に取るかなどの

方法を確定しておくと同時に人的対応策

も考慮、しておきます。

なお、文中で他館園のデータと比較考

察しておりますが、設立趣旨や立地条件、

規模等が遠い、また充分な資料が揃って

いないので、 一概には論じられませんが

参考のため引用しました。

年齢構成について

来館者の年齢を、当館のデー

タと他館の個別のデータに多少

の操作を加え、比較分析を試み

ました(図2)。

まず、中学生から大学生にか

けて、どこの館でも同様に低い

値です。との傾向は従来から言

われている理科離れや学習塾通

いなどによる影響と恩われます

が、学習機関としての博物館の

存在意義を考えるとその対策が

必要です。

高齢者の傾向は、博物館と動

物園で大きく異なり、それと同

じ位の差が高校生や大学生でも

見られます。この差の原因は、

若い人の要求にどの程度まで応

えられるかによると思われます。

図2のグラフから、当館は他

鮪聞に比べて小学生から高齢

者まで、平均的に需

要を満たしている

と言えます。

次に、各々の年代

の人がどのように利

用しているのか、明

確に現れるのが 『同

伴者Jの項目です(図
3)。小、中・高生と3)

代、 40代では「家族」

とが圧倒的であるの

に対し、大学生 '2Of~

では友人同士が多く

なっています。

一方、 65歳以上で

は「友人・知人」と同

時に「自治会や老人

会H市民講座Jで多
く利用しています。

乙の傾向は50代でも

若干現れており、子

育ての過ぎた人たち

が趣味の合う仲間同

士で来館するという

図式が得られます。

『同伴者』の分析で明らかになった傾向

は、 『目的jによって裏付けられ、さらに

具体的な像が浮かんできます。

年齢ごとの来館目的(図4)では、小学

生は「自然や科学に関心がある=科学的
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図1.アンケート調査項目
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図2.1替物館・動物閣の来館者の年齢構成
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図3.年齢ごとの同伴者
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興味Jと「学習の場として」が全体に比
べて高く、中・高生になると「科学的興

味」が減り「学習の場Jが更に伸びます。
このことは、小学生の頃は漠然とした興

味と学習意欲から来館し、中 ・高生にな

るともっと明確な目的意識を持って来る

という現れです。

ません。今後の謀題

でその対策が必要

とされます。

次に、来館回数ご

との滞留時間では1

回、長い時間見学

し、満足してしまう

よりも、何回も足繁

く通ってもらった

100 

80 

答数回 60 

% 
- 40 

20 大学生になると「博物館が好きJ、20代
では「博物館が好き」と「話題として」が

多くなります。乙れらは博物館や動物園

などをデート場所としても利用し、それ

が20代に強く現れてきます。

方が良いという考 小学生 中高生 大学生 201吃 30代 4同セ 50-64 65才一 全体

30-50代では全体と大差はありません

が、この年代では「学習の場」というより

「子供の学習のためJというニュアンスが
含まれているのでしょう。

65歳以上では「趣味や教養を深めた

Lリが多くなっている一方で、「学習の

場」が低くなっています。高鈴者が「学

習」ではなく 「趣味や教養jという言葉

を用いて生涯学習を行っている姿が見え

ます。このことから高齢者には、趣味や

教養を深めるための学習が効果的である

と考えられます。

続いて、期日(平日、土曜、日曜、春・

夏休み)によって年齢構成がどう変化する

かですが、土日は幼稚園児と 20-64歳が

多く、小学生、中・高生は低調です。とく

に中・高生は平日よりも土日が少なくなっ

ています。部活や塾に追われ、博物館を日

常的に利用する施設ではなく、家族旅行の

ついで、や学校での見学、夏休み中の自由研

究の課題をこなす施設として認識されてい

る可能性があり、憂慮されます。

滞留時間について

滞留u寺聞は博物館の規模や立地条件に

よって異なり、比較することは困難です

が、博物館がいかに来館者を長い時間楽

しませたかというバロメーターにはなり

ます。また、それは館の性格、展示のし

かた、休憩場所の確保といった様々な要

素が組み合わされたものとして理解でき

ます。このような視点、に立って滞留時間

を比較(図5)すると、他館がいずれも

10ha以上の敷地を持っていることを考え

あわせると、当館は来館者を留めている

方だと恩われます。

長時間滞留する方が多ければ、その館

の魅力の奥深さを表すと言うことができ

ますが、当館は2時間から2.5時間の部分

で、極端に減ってしまいます。これは休憩

場所が少ないせいとも考えられます。あ

るいは最初から展示室の広さや展示物、

利用できる機能・設備等を考慮しないで

来館したことによるものと恩われます。

2時間も見学して休む場所がなければ、

疲れて帰ってしまっても不思議ではあり

え方もあります。

当館の来館回数

による滞留時間は、

2回目では1.5時間

までが減り、 2.5時

聞から半日が桶え、

3回目では半日の延

びが著しく、 4回以

上になると、 1日が

大きく伸びること

が分かりました。当

館については、回数

が多いほど滞留H寺

間が長くなる傾向

です。続いて「熱心
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に」という点で、回数ごとに目的を集計

した結果、際だって多いのが「話題とし

て」の回答者数で、それが1回目から回

を重ねるごとに減り、逆に「学習の場J
は徐々に伸びています。この結果からし

ても来館回数の多い人は熱心な人であ

り、滞留時間が長くなる傾向がみられ、

好ましい結果と言えます。

天候との関係では雨の場合のみ滞留時

聞が伸びますが、伸びても2.5時間止まり

で、これ以上留まることが難しい状況を

示唆しています。その原因の 1つが休憩

スペースの不足と考えられ、雨の日はテ

ラスが休憩場所として使えず、この問題

はますます深刻です。

県内と県外の人の利用について

最後に県内と県外の人で明らかに傾向

が異なるものとして 『情報源』が挙げら

れます。それは県外の利用者の情報源が

「旅行会社 ・観光案内所」と「新聞・雑誌」

に高い値を示しています。

また、開館2年を過ぎ、県外からの来館

者が相対的に増えています。その理由の

ーっとして、開館当初多かった県市町村

の広報誌に掲載される機会が減り、県内

の来館者が減って、かわりに特別展や博

物館の活動が新聞 ・雑誌等に取り上げら

れたり、旅館やホテル、観光案内所等で

紹介されたりすることが多くなった結果

によると思われます。『情報源jの中で一

番多い「家族・知人J、いわゆる口コミも
増えています。口コミは新しい人々に来
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図4.年齢ごとの来館目的
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図5.滞留時間の比3鮫

てもらうための大きな要因になります。

それには魅力ある博物館活動が必須です。

まとめ

当館は、小学生、 20-30代の父母、祖

父母という家族連れの利用が多く、展示

の基本構想「親しみやすく、幅広い年齢

層の方々にも楽しめ ・.Jということが受
け入れられているようです。

観光地である箱根の入口に位置し、家

族でレジャーを楽しみながら学習するの

に適当な場所にあると言えます。

今後、学校からの利用を図るとともに

リピーターとしての利用をすすめ、旅行

会社や観光案内所、新聞 ・雑誌等へのP

Rが必要と思われます。

また、ミュージアムショップやレスト

ランといった博物館付帯設備の充実、休

憩場所の確保等、高齢者や長時間の利用

者への配慮、さらには魅力ある友の会活

動等も望まれます。

かつて、博物館は「古臭Lリ「カビくさ

Lリ「役にたたなくなったものをしまって

おく所」などと薄暗いイメージがもたれ、

要らなくなったもののことを“博物館い

き"と言われたことがありました。それ

がリピータとしての“博物館行き"とな

るよう私たち博物館側も積極的な働きか

けが必要です。

なお、この調査には情報資料課鈴木智

明氏、博物館学ボランティアの永野文子

さんに協力していただきました。厚くお

礼申しあげます。


